A new look at Edo era (9) by 遠田 雄志 & 小川 格
組織論で読み解く?江戸時代(9)








経営志林 第49巻 1 号 2012年 4 月  85 
〔研究ノート〕 
組織論で読み解く 
江 戸 時 代 (9) 




1 . 組織の常識 
1 . 1 鎖国 
1 . 2 米本位制 
1 . 3 参勤交代 
1 . 4 世襲と身分制度 (以上第46巻 4 号) 
2 . 成長ゆえの衰退 
2 . 1 武士が武器を独占した社会 
2 . 2 家康を支えた譜代家臣団 
2 . 3 徳川幕府の金, 物, 人 
2 . 4 譜代筆頭井伊家の誇りと挫折 
  (以上第47巻 1 号) 
3 . 変化の気づきと互解 
3 . 1 海外事情 
3 . 2 田沼意次 
3 . 3 蘭学者たち (以上第47巻 2 号) 
4 . 常識の更新 
組織の適応モデル 
4 . 1 尊皇攘夷 
4 . 2 志士という名のアジテーター 
4 . 3 適塾と蘭学の行方 
4 . 4 幕末そして維新のあけぼの 
    (以上第47巻 3 号) 
Ⅱ. 江戸時代の春夏秋冬 
 組織の適応過程 
1 . 春 
1 . 1 最後の戦争 
1 . 2 改易と浪人の激増 (以上第47巻 4 号) 
1 . 3 将軍と天皇 
1 . 4 鎖国への道のり (以上第48巻 1 号) 
2 . 夏 
2 . 1 元禄時代 
2 . 2  5 代将軍綱吉と生類憐れみの令 
2 . 3 赤穂浪士の忠義 
2 . 4 芭蕉を生んだ元禄時代 
    (以上第48巻 2 号) 
3 . 秋 
3 . 1 吉宗と常識 
3 . 2 吉宗と田沼の政治手法 
3 . 3 定信の目指したもの 
3 . 4 本居宣長と国学の発展 
    (以上第48巻 3 号) 
4 . 冬 
4 . 1 大江戸ワンダーランド 
4 . 2 鎖国から開国へ (以上本号) 
Ⅲ. 江戸時代の意味するもの 
おわりに 






しかし, 権力を握っている “守旧派” は, 既得
権益をあくまで守ろうとする (原発に対し政治
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ば生ずるようになる｡ 不安が募ってゆき, それ








うした中から “先駆派” が形成される (｢常識
の差戻力｣ と ｢常識の拒否力｣ については本誌
















































































いほういつ) は ｢夏秋草図屏風｣ (1821) をはじ
めとする繊細な感覚を生かした絢爛たる琳派の
最後の華を咲かせていた｡ また俳句では小林一
































































































































雨のため行き詰まり失敗｡ ついに忠邦は 2 年ほ
どで失脚した (1841～43年)｡ このあとは幕末
の争乱へとなだれ込むことになる｡ 
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である｡ いいかえれば ｢鎖国の常識｣ をめぐっ








































































て以下の 3 点に要約できる｡ 
1 . 薪炭および水, 食料の補給を目的とし
たもの｡ 























1842), インドの植民地化をなしとげ  (1858), 
同時に日本を視野において接近してきたのであ
る｡ アジア各地で西欧諸国による植民地化が進


















































































































い｡ 漂流民 7 人を送り届けるために江戸湾へ来
航したモリソン号を幕府の定めた打払令に基づ
いて砲撃しそのまま追い返したモリソン号事件
に触発されて, 長英が 『夢物語』 を書いて国際
道義から打払令を批判し, 華山が 『慎機論』 を
書いて海防の観点から鎖国政策を批判した｡ こ
れが見とがめられて , 二人は捕らえられた｡ 
｢蛮社の獄｣ (1839) と呼ばれる事件である｡ 蛮
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(としあきら) や江川英龍 (ひでたつ) なども加
わっていた｡ この事件は目付の鳥居耀蔵が仕組
んだでっち上げであった｡ 鳥居耀蔵は儒学の元


































































決,  4 千人の陸軍, 16隻の軍艦の他, 多数の輸送
船団という大部隊を派遣して, アヘン戦争が始
まった｡ 圧倒的な戦力の差に物を言わせて, 戦
いは終始イギリスのペースで進み,  2 年後には
北京にまで達した｡ 









れまで, ｢風説書 (ふうせつがき)｣ として毎年
幕府に提出されていたが, これとは別に ｢別段
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秋帆 (しゅうはん) から一通の提言がとどいた｡ 

















































































































て,  4 隻の黒船をつらねて長崎ではなく江戸湾



















れ, これによって下田と函館の 2 港が開港され
たことにより, 一区切りついた｡ これで鎖国の
大原則の一角が崩れ, 鎖国が終わった｡ 



































丸の渡米 (1860年) であるが, これにより, 公
式に自国民の出国を宣言したのである｡ こうし








































































































1 . エカテリーナ号の来航からアヘン戦争 
2 .  アヘン戦争からペリーの黒船来航 
3 .  ペリーの黒船来航から開国 


















































が問われる｣ といわれている｡ その点で, 家斉
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